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論文題名 

Title 

Effect of Gram Stain-Guided Initial Antibiotic Therapy on Clinical Response in Patients With Ventilator-
Associated Pneumonia 
The GRACE-VAP Randomized Clinical Trial 
（人工呼吸器関連肺炎に対するグラム染色を用いた抗生剤選択の有用性の検討） 

論文内容の要旨(Abstract of Thesis) 
 

目的 

本研究の目的は、人工呼吸器関連肺炎（VAP)に対してグラム染色に基づく抗生剤治療が患者転帰を損なわずに広域

抗生剤の使用を制限できるかを明らかにすることである。 

 

方法 

この多施設共同ランダム化非劣性試験は、日本の12施設の集中治療室（ICU）で実施された。VAPと診断され、

mCPIS≧5の15歳以上の患者を対象とした。患者をグラム染色に基づく抗生剤治療（グラム染色群）またはガイドラ

インに基づく抗生剤治療（ガイドライン群）に無作為に割り付けた。主要評価項目は肺炎治癒の有無に設定し、副

次的評価項目として、適切な初期抗生剤選択の有無、抗緑膿菌薬使用の有無、抗MRSA薬使用の有無、28日死亡の有

無、28日ICU離脱日数、28日人工呼吸器離脱日数、抗生剤投与日数を評価した。 
 

結果 

合計206人の患者が、グラム染色群（n=103）とガイドライン群（n=103）に割り付けられた。肺炎治癒は、グラム

染色群では79例、ガイドライン群では74例であった（リスク差 0.05; 95％信頼区間、-0.07-0.17; P＜0.001 for 

non-inferiority）。グラム染色群では、ガイドライン群と比較して、抗緑膿菌薬（30.1％; 95％信頼区間、21.5-

39.9％; P＜0.001）および抗MRSA薬（38.8％；95％信頼区間、29.4-48.9％; P＜0.001）の有意な使用の減少を認

めた。適切な初期抗生剤の選択率、28日死亡率、28日ICU離脱日数、28日人工呼吸器離脱日数、抗生剤投与日数に

は両群間に有意差はみられなかった。 

 

総括 

グラム染色に基づく抗生剤治療はガイドラインに基づく治療と比較して非劣性であり、VAP患者における広域抗生

剤の使用を減少させることが示された。 

 




